
「食時」空間から考える未来のテクノロジー

ダイニングラボ研究会

吉江尚子
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代表幹事
　吉江尚子（東京大学 生産技術研究所 副所長･教授）
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主旨
東京大学生産技術研究所は、総合工学研究所として、ナノスケールの微少なものから地球・宇宙レベルまで、
またマテリアルなどの物質から、機械、情報、電子、都市や交通、建築まで工学のほぼ全ての領域を包含する国内
最大規模の大学附置研究所です。様々な領域に跨る教授・准教授・講師がそれぞれ主宰する約120の研究室で第
一級の研究が行われています。

本会では、扱うスケールも分野も異なる生研の研究者たちを始めとして、駒場キャンパスの学生や研究者が集い、
食の時間を共有するダイニング空間を‘食時空間’として位置づけ、当該空間において、‘食の科学’や‘人の集い’に
関わる研究・教育活動を実践します。

実験や調査の実施、セミナーの開催などを通じ、異分野の研究者、学生、産業界の実務家が交わる場が形成され
ることによって生まれる偶然の出会いが、閉ざされた研究室ごとの空間では思いつかなかったような発想を生み、
実践的な社会課題解決への動きが加速することが期待されます。

“食の科学”に関わるものとして、環境、水、健康、農工連携、フードロス、フードテック、代替食品に関する研究
など、“人の集い”に関わるものとしては、快適空間、DX、データサイエンス、コミュニケーションに関する研究など
が想定される他、食文化という観点から捉えられた地域文化の連携推進も考えられます。

研究・教育に関連した各種の企画を食堂ダイニングで実行することそのものが社会実験であり、食堂利用者と
いう一般の人々を巻き込んだ場を研究の場として再定義することにより、社会に寄り添った新しい研究領域の開拓
が期待されます。

食というキーワードにアンテナを立てているあらゆるジャンルの方々の参加をお待ちしています。

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（1社1名から3名まで）
 （別途賛助員年会費1口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円（1社1名から3名まで）
運 営 方 法：ダイニングラボを通じた「食時空間」の実現に関する実証実験への参加
 年2回程度の会合や勉強会、特別企画を随時企画

2023年度　特別研究会

RC-108



みをしない。

2023年度

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　TEL：０３（５４５２）６０９５　　
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2023.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2023/RC-kaiin-ki.pdf

2023年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）

→ に増口（1口につき賛助員年会費10万円）
→ に新規申込み（1口につき賛助員年会費10万円）




